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七枚の様子> 小学生 (8D 中学生 (… 高校生 (5D
なぜ住いか輝く 5 2 ,0
心配している 5 4 1~
イライラしている 0 0 1
見守る 1 1 1


























なぜせいか気になる 6 3 1
心配になる 4 4 1
イライラする 1 ~0 0
本人にまかせて大丈夫 4 -3 1
逮 .高血糖の場面呼 関わL'(子どもの回答)
lT
<親の様子>小学生(8.u中学生 (8〟 高坂生 (SJJ
なぜ耗いか冗く 6 4 1
心妃している 2 ~4 1
イライラしている 1 0 0
見守る 1 1 0
速 高血糖の碍面相 の批 t'･(親の回答)
■ー
<親が感じること> 小学生 中学生 高校生
なぜ糾 かヽ気になる - 7 6 4
JB軌こなる 3L 4 ~ _0
本人にまかせて大丈夫 2 1 2
16-


























~▼■く親の様子> ~小学生 中学生 高校生
(8人) (8人) (S人)
食べる量を気にす 5 4 1
見守る 1 0 0.
立 野 ?響 ?親?聖 t'(親の回答)~▼■ー
く親が感じること> 小学生 中学生 高校生
食べる量が気になる 6 4 - 2_-
本人にまかせて大丈夫 ー 3 ー







































































































































































小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
毎日とても規則的 1 2 0 3
大体規則的 6 4 2 12
まちまち 1 2 3 6




0 1 2 3
表2毎日の生活をどう思いますか
4 5 6 7
小学生 中学生 高校生 計







6 0 2 8
3 1 1 5
1 4 1 6
1 2 2 5
1 1 0 2
2 1 0 3









0 2 4 6 8 10 12
(人)
表3両枚や家族はあなたのことを
小学生 中学生 高校生 計






4 3 0 7
4 3 3 10
3 1 2 6
2 0 0 2
0 0 0 0















小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
良くわかってくれる 3 6 1 10
助けてくれる 4 1 2 7
少しはわかってくれる 3 1 1 5
あまりわかってくれない 1 0 1 2
助けてくれない 0 0 0 0






0% 20% 40% 60% 80% 1001
表5 1日に食べる王の目安が言えますか
小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
7 6 2 15
0 0 0 0
1 2 3 6










小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
決めている
大休決めている
0 0 0 0
3- 5 2 10
食べたい時に食べる 4 1 3 8
食べない 1 2 0 3





し _⊥ 上 ⊥







小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
決めている
大体決めている
0 1 0 1
1 2 0 3
あまり決めていない 6 4 5 15
食べない 1 1 0 2










小学生 中学生 高校生 計





2 4 1 7
4 1 3 8
2 3 1 6
0 0 0 0












小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
0 1 0 1
4 1 2 7
4 5 3 12












小学生 中学生 高校生 計




2 5 2 9
6 1 2 9
0 2 1 3














































小学生 中学生 高校生 計




1 1 1 3
6 6 3 15
1 1 1 3










小学生 中学生 高校生 計




6 7 5 18
1 1 0 2
1 0 0 1









? ? ? ??
?
小学生 中学生 高校生 計




























小学生 中学生 高校生 喜i




2 0 0 2
3 7 3 13
5 1 2 8










小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
5 7 3 15
2 1 2 5
1 0 0 1




0% 20% 40号 60,i BO% 10%
表 17インスリン王を自分で変えることがありますか
小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
ある 7 8 3 18
ない 1 0 2 3
計 8 8 5 21
- 17-
















































0 2 4 6 Jl 10 12 11 16 1J) 20
2) 血糖測定の頻度については､表 19のとおりであった｡
表 19血糖測定をいつ､どの位していますか
小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
朝を含み1日2回以上 6 7 4 17
1日おきに朝を含み1日2回以上 1 0 0 1
それ以下 1 1 1 3









小学生 中学生 高校生 計




8 7 5 20
0 1 0 1
0 0 0 0
計 8 8 5 21
4) 目標とする血糖値とHbAIcについては､表 21､表 22のとおりである｡
表21目標とする血糖はどれ位ですか
小学生 中学生 高校生 計





1 3 3 7
5 4 1 10
1 1 0 2
1 0 1 2
計 8 8 5 21
小学生 中学生 高校生 計





6 6 3 15
0 0 1 1
1 1 0 2
1 1 1 3
計 8 8 5 21
表 22 日標とするヘモグロビンAIc値はどれ位ですか
小学生 中学生 高校生 計





6 7 4 17
1 0 0 1
0 0 0 0
1 1 1 3




小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
言える 3 5 3 11
無回答 5 3 2 10




01 101 201 301 401 501 601 701 801 901 1OOI
表24 最近の血糖コントロー ルをどう思いますか
小学生 中学生 高校生 計




0 2 0 2
3 3 3 9
5 3 2 10










小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
とても役に立っている 4 5 3 12
少しは役に立っている 4 3 1 8
役に立っていない 0 0 0 0
計 8 8 4 20
-20-












0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 (人)
表26血糖検査をすることについてどう思いますか
小学生 中学生 高校生 計


































0% 20‡ 40% 60!i 801 1001i
表27位血糖症状は自分で分かりますか
小学生 中学生 高校生 ~計




4 7 2 13
3 1 3 7
1 0 0 1










小学生 中学生 高校生 計




3 6 4 13
5 1 1 7
0 1 0 1









小学生 中学生 高校生 計




4 6 2 12
2 2 1 5
2 0 2 4






0% 20% 40% 60% 80% 1001
表30低血糖を我慢してしまうことがありますか
(人)
小学生 中学生 高校生 計
N=8 N=8 N=5 N=21
1 2 1 4
6 5 2 13
1 1 2 4



























- 2 3 -
EEl32 運動はしていますか





小学生 中学生 高校生 計
N=8 Nこ8 N=5 N=21
している 6 3 4 13
していない 2 5 1 8







0 1 2 3 4 5 6 7 8 (人)
表33運動することをどう思いますか
小学生 中学生 高校生 計








2 2 1 5
0 0 0 0
3 3 1 7
2 0 1 3
0 0 0 0
1 1 1 3
2 0 0 2






カテゴリー 項目(得点範囲) 小学生N=8 中学生N=8 高校生N=5
A 日常生活(4⊥12) 7-12 6-ll 7-ll
･B食事療法(7-21) 10～16 8～20 9-13
Cインスリン療法(6-18) 10一16 ll.-16 12.-15
D 自己血糖測定(8ん24) 10～21 15-22 13-23
E低血糖(5-15) 9-13 9-14 10-12
F運動(2T6) 2-5 1.-5 2-6






























































































13:30-14:20 講演会 伊那中央病院小児科医師 薮原明彦氏
｢子どものアレルギーと上手につきあっていくために大切なこと｣
14:30.-16:30 相談会 (個人相談もできます)
相談を受けて下さる万 : アレルギー専門医 :薮原明彦氏
栄養士 :埋橋ルミ氏 (伊那市役所健康推進課)

















2∝沌3.7 アトピー ･アレルギーをもつ子どもと親のための集まり <相談会の報告>
相談を受けてくださった方に.どのような相談があったのかを､神歌者のプライバシーの
侵害にならない範BIlで､(とお廉いし)､アンケートという形で書いていただきました｡

































参加者 一般 :65名 たんばばの会 :11名 看護大学 :5名 合計 :81名 (託児25名)
アンケー ト回答数 35
1.あなたのことについておたずねします｡(複数回答あり)
アトピー･アレルギーをもつ子どもの母親 :32名 父親 :2名 祖父母 :1名 おじ:1名,







































































































































































































































































相談を受けた人他:片桐氏 (駒ヶ根市栄養士)･福島氏 (駒ヶ根市保健師 :進行)･小林氏 (駒ヶ根市飯坂保

























































































アトピー･アレルギーをもつ子どもの母親ロ ロ /父親ロ ロ //祖父母⊂亘二二],教員ロ コ

































































発 く並 鮮 湿 _言辞 ∈五 牽 く愚
日時 :2006年 3月 19日 (日) 13 :30-15:30
場所 :アルパ3階多目的ホール
(JR駒ヶ根駅前.市営立体駐車場を利用ください.無料になります.)
参加 費 :無料 (申し込みは必要ありません.)
くプログラム〉















★ たんばばの会代表 安藤絵美･関井朱美りJ､原洋子 TEL/FAX0265-83-0030
† 長野県看護大学小児看護学講座 TEL/FAX 0265-81-5186･5184
































































































































































































































































































































































































































































































































































あなたの学年は_(･小u ･中u ･高校_j ･その他 )
性別は (･男 ･女 )
1. 週に何回ぐらい低血糖 (軽いものも含めて)を起こしますか｡































する どちらかというとする どちらかというとしない しない











1.生活時間は規則的ですか｡ (毎日とても規則的, 大体規則的, まちまち)
2.毎日の生活をどう思いますか｡






5.-日に食べる量は ( カロリー ､ 単位､めやす
6.間食の時間をまめていますか
(決めている, 大体決めている, 食べたい時に食べる, 食べない)
7.間食の畳を決めていますか
･(決めている, 大体決めている. あまり決めていない, 食べない)
8.外食の時病気のことを考えて食べていますか｡
(いつも考えて食べている, 時々考えて食べる, 考えないで食べる, 外食しない)












( 右足, 左足. 右うで, 左うで, おなか. おしり )
15.注射を打っ部位はどのように変えますか｡
(毎回堀にずらす,､適当に場所を変え･る, 同じところが多い)










(朝食前, 朝食後, 昼食前, 昼食後, 夕食前, 夕食後, ねる前)
(毎日. ,週3-4回. たまに, ほとんどはからない)


















29.低血穂をがまんしてしまうことがありますか｡ (ない, たまにある, ときどきある)
30.冷食をするこlとについてどう患U.ますか｡




























































(一日._A 時々 ほとんどしていない その他
8.血糖が高い時にお子様は､ご家族の方に伝えますか｡





























する どちらかというとする どちらかというとしない しない
1) うちの家族は､何でも話し合う｡ 1 2 3 4
2)子ども達は､悩みや相談を親にする｡ 1 2 3 4
3)子どものことを決めるときは子どもの意思を大切にする｡1 2 3 4
24.その他､このアンケートに関すること,日頃感じていらっしゃること､医療者に対する要望など､何でも
ご自由にお書き下さい｡
お答え下さった方は (･母親 ･父親 ･その他





食物ア レル ギーの小児 をもつ母親 の専門職 の関わ りについての うけ とめ
長野県看護大学
20011001
鮎揮 史穂
本研究は､食物アレルギーの子どもをもつ母親たちが感じるとまどいや心配事とそれら
-の対処や､また専門職の実際の関わりの母親の受けとめを明らかにし､母親たちの専門
職-の要望との関連をみることを目的として､食物アレルギーを持つ子どもの母親を対象
に､郵送による質問紙調査を実施 し､24名から回答を得た｡
その結果､以下のことが明らかになった｡
1.母親たちは､個人差はあるが､大多数が日常生活において何らかのとまどい､心配事
を抱いていた｡その内容としては ｢栄養の偏 り､不足-の心配｣､｢保育園､学校の給食
の対応-の気が申､り｣､｢安心して子どもを軌 ナにくい｣などが多く､母親たちはそれぞ
れ専門職や周囲の人-の相談などで対処していた｡
2.専門職の実際の関わりは､知識の提供に関しては医師が多く､食事作りの大変さに関
しては栄養士が多いなど､それぞれの専門領域に応じた関わりがあった｡また､母親た
ちも各専門領域に応じた関わりを強く希望していた｡
3.母親は､看護師の実際の関わりをあまりないと捉えていたが､｢気持ちをわかってほし
い｣｢知識を提供してほしい｣等の要望は多く聞かれた｡また､母親は､保健師の実際の
関わりを多く捉えていたが､その対応への不満もみられ､｢知識を提供してほしい｣｢気
持ちをわかってほしい｣等の要望が多く聞かれた｡
4.保育園 ･学校関係者の関わりでは､比較的母親たちのニーズが満たされていたが､ア
レルギーに対する知識や反応が起こったときの対応がスムーズにいくように知識を高め
てはしいという要望や､気持ちをわかってほしいという要望があった｡
5.母親たちは専門職の関わりに支えを感じていたが､丁方､専門職の言葉に傷つけられ
た等の様々な経験もしていた｡そのことから､専内職に対しアレルギーや母親の気持ち
の理解を強く望んでいた｡
6.母親たちは､除去食開始時のとまどいの経験から除去食中の代替品での調理法や食べ
られそうなおやつ等のより具件的な情報提供を望んでいた｡
以上のことから､母親たちは専門職に対し､専門性に応じた関わりに加え､母親の気持
ちの理解を強く望んでいることが明らかにされた｡このことから専門職の関わりとして､
個々のニーズに沿い､各職種の専門の領域を活かすとともに､母親の気持ちに沿った声か
けや対応をすることの玉要性が示唆された｡
ー67-
要約
食物アレルギーを持つ子 どもの除去食療法に対する理解と周囲の人々の関わ り
長野県看護大学
20011078
吉岡玲子
本研究は､食物アレルギーを持ち､-現在除去食療法を行っている幼児期 ･学童期の子どもた
ちと母親､保育士 ･小学校の教員を対象に面接を行い､食物アレルギーを持ち除去食療法を
行っている子どもたちの理解や思い､周囲の人々の子どもに対する理解や思い､そして関わ
りを明らかにし､子どもの理解や思いと周囲の人々の関わりとの関連性を考察することを目
的として行った｡その結果､以下のことがわかった｡
1. 食物アレルギーを持つ子どもたちは年齢に関わらず､食物アレルギーに対して理解を示し
ており､自分たちで事情を話して断ったり説明するという対応をしていた｡
2. 食物アレルギーを持つ子どもたちは､除去食品を食べたいというよりは除去食品に対して
興味･関心が高く､初めての食べ物に対しては食品の安全を確かめてから食べるという行動
が全事例に見られ､除去食療法に対して不満や不安の表現はなかったD
3. 小さい頃から子どもに事実を蒔したり､普段から食べ物の話を行うといった前向きな関わ
りをしている母親と､食物アレルギーの話題には触れず子どもに意識をさせないようにと保
護的な関わりをしている母親がいた｡後者の母親は食物アレルギーに対する不安が強く､除
去食品を解除していく上での葛藤が見られた｡
4･ 母親は､特別な日で見られ､いじめにつながることを心配して挙り､他の子ども達と同じ
もの･似ているものをと形や色などを工夫して持参品を作っていた.
5. 保育士 ･教員は､食物アレルギーを持つ子どもに対して除去食が入っていないかどうかな
ど身俸面での注意は行うが､それ以外は他の子どもと同じように特別視しないようにごく自
然に接する事を心がけて､子どもに関わっていた｡
6. 周囲の子どもたちは､食物アレルギーを持つ子どもに対して子どもなりに理解をしており､
協力をしたり､特別扱いすることなく自然に按していた｡
7. 子どもに関わる教員 ･保育士､調理員､栄養士のなかから､除去食品の解除を進めていく
うえで､母親からの情報だけでは不安があるという声が聞かれた｡また､教員 ･保育士から
食物アレルギーに関する質問が多く､食物アレルギーや食物アレルギーを持つ子どもに対し
て理解をしたいというニーズを持っていた.
以上のことから､子どもたちはその年齢に関わらず自分なりに除去食療法を理解して適応
して生活していることが分かり､これは′J､さい頃からの経験や母親や教員 ･保育士に日常的
な関わりの中で繰り返し事実が伝え~られてきた事などが影響していると考えられる｡また､
周囲の人々が安心して子どもの症状と成長に合わせた関わりをしていくには､専門知識を持
つ看護師等の医療専門職者の関わりが必要であることが示唆された｡
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